
    

 

 

 

 

    

    

    

学力学力学力学力のののの向上向上向上向上    

    

 

 

 

  

           

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・チャレンジタイム（朝学習）を週 4 回 

 ・夏期休業中にステップアップ講座 5 日間実施 

 ・毎日の家庭学習とその確認 

 ・大分スタンダードの確認 

 ・「学習のきまり」による学習規律の徹底と「家庭学習のてびき」による 

家庭学習の充実 

        

            

    

    

・「新大分スタンダードの」徹底と授業改善 5 点セットの活用 

・主体的に学び合う活動を取り入れた授業 

・互見授業と研究授業研究を年 2 回実施 

・外部人材を活用した体験的学習を各学年で年 6 回以上実施 

・少人数学習やＴＴ学習の実施（６年算数）と学力向上支援教員の活用 

                       （４～６年算数） 

・活用問題の研修会開催と学期に１回以上授業実施 

②②②②授業改善による授業改善による授業改善による授業改善による    活用力の育成活用力の育成活用力の育成活用力の育成    

重点目標 

・全国，県テスト及び町テストにおいて，正答率が全国平均を全てで上回る。60％

未満の割合を全国以下にする。 

・「自分の考えを深めたり広げたりすることができていると思うか」の質問に前期

80％以上，後期 85％以上の児童が肯定的に答える。   

    

達成指標達成指標達成指標達成指標    

①①①①基礎基本の定着基礎基本の定着基礎基本の定着基礎基本の定着    

日出町立藤原小学校 

学力向上プランの概要学力向上プランの概要学力向上プランの概要学力向上プランの概要    

【【【【学校教育目標】 地域とともに 学び合う 高め合う 助け合う 藤原っ子の育成 



 

 

 

 ① 授業改善（主体的に学び合う活動を取り入れた授業実践） 

  (1)学習過程 

   ①つかむ（めあてを知る）  

   ②もつ（見通す・考える）  

    ・見通す … 個人で解決方法を予想する。 

    ・考える … 自分の考えを書く。（ペアや班で相談しても） 

   ③深める（考え合う・学び合う） 

   ④まとめる（振り返る→自己評価） 

 (2)互見授業と研究授業研究を年 2 回実施 

   ・授業改善５点セットと関連した互見授業観察シートの活用 

 

② 外部人材を活用した体験的学習 

 （例） 

  ・1 年生 … 万華鏡作り・給食センター見学 

  ・2 年生 … トーンフレーズ音楽授業・幼稚園との交流 

  ・3 年生 … 地区の自慢についてインタビュー・昔の道具について話を聞く 

  ・4 年生 … ひょうたん作り・地震体験 

  ・5 年生 … 命の授業・ジュエル藤原（介護施設）訪問 

  ・6 年生 … 諫早湾絵本読み聞かせ・安養寺古墳説明 

  

③ ＩＣＴの活用 

  ・電子黒板が各クラスに配置されていることを活用し，興味・関心を深め，わかりやすい授

業を目指している。例えば，書画カメラを利用し，電子黒板で大きく映し出して作業の手

順ややり方を説明したり，作った教材を見せたりしている。 

   

④ 家庭との協働 

  ○家庭に「家庭学習のてびき」を配布し，連携して家庭学習の習慣化に取り組む。   

○ノーメディア（アウトメディア）活動の実施 

・ＰＴＡ研修部が中心になり「ノーメディア（アウトメディア）活動」を毎月 15 日（日出

中学校と同日）を実施し，その取組内容について学級懇談会で話題にしたり，広報誌に載

せたりする。 

  ○学習ボランティアの活用 

・保護者・地域の方が学校ボランティアに登録し，学習活動の支援や体験的な学習に積極的

に参加することで各学年が年間６回以上体験的な学習が実施できるようにする。 

 

 

 

 

    

効果のある取組事例 



 

 

１．学習過程１．学習過程１．学習過程１．学習過程    

    

    

 

                 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

      豆電球を明るくするつなぎ方 
 ねらい 豆電球と乾電池２個のつなぎ方を、直列つなぎと並列つなぎを見つけることによって、       豆電球の明るさで分類できる。 ５分 
 

 ５分 
 

 

 

 

 

 

 

25分 
 

 

10 分 

１．めあてを知る（つかむ）１．めあてを知る（つかむ）１．めあてを知る（つかむ）１．めあてを知る（つかむ）    ・豆電球と２つの乾電池をつないだものを６種類提示し、めあてを伝える。 
 

 ２．見通す（もつ）２．見通す（もつ）２．見通す（もつ）２．見通す（もつ）    ・「見通し」として、直列つなぎの時には１つの時より電流が強くなり、並列つなぎの時には電流が同じ強さになり、どちらでもないつなぎ方をした場合にはモーターが回らなかったことを押さえる。 ・『学び合い』の課題を提示する。 
 

 

 ・それぞれに位置づけた理由（直列つなぎ、並列つなぎ、どちらでもないつなぎ方など）を必ず説明すること、３人以上に説明して、よくわかったらサインをもらう（上手な説明だったら）こと、時間は２５分であることを伝える。 ・より深く理解するために、自分とは違う答えの人を見つけたり、異なる説明の人を見つけたりすることが大事なので、できるだけ多くの人と関わるように話す。 ３．『学び合い』（深める）３．『学び合い』（深める）３．『学び合い』（深める）３．『学び合い』（深める）    ・直列つなぎ、並列つなぎ、どちらでもないと考える根拠を説明することが大事であること、そのためにどんな伝え方、聴き方をすればよいかを考えるように話す。上手な説明に仕方、わからないことを質問している人たちを誉め、全体に広げる。 ・自分でつないでみて、結果を確かめてもよいことを伝える。 ・10分前には答えを示すが、どうしてなのか理解することが大事であることを伝える。 ４．振り返る（まとめる）４．振り返る（まとめる）４．振り返る（まとめる）４．振り返る（まとめる）    
 

 

 ・電子黒板で、根拠となる点を全体に示しながら説明させる。 ・簡単に根拠も言わせながら板書する。 ・振り返りカードに書かせる。 

参考資料 

題目 
乾電池１個の時より明るくなる回路を見つけよう。 
乾電池１個の時よりも明るくなるつなぎ方、１個の時と同じくらいの明るさのつなぎ方、光らないつなぎ方の３種類に分けることができる。 

（明るい・同じくらいの明るさ・光らないの３種類と、直列つなぎ・並列つなぎ・どちらでもないを繋げて板書） 



ふりかえりカード（３・４年生）（ ）名前（ ）月（ ）日 教科（ ）きょうのじゅぎょうをふりかえりましょう。よくできたら◎ できたら○ まあまあだったら△ できなかったら× をつけましょう。 こ う も く ◎ ○ △ ×すすんで最後まで勉強をがんばりましたか（わからないことをすすんで聞いたり、すすんでせつめいしたりしましたか）？わかりやすいように、じゅんじょよくせつめいできましたか？（じぶんの考えをひろげる）先生や学級の人の話を、ないようをたしかめながらしっかり聞きましたか？ （じぶんの考えをふかめる）友だちときょうりょくしましたか？勉強の決まりをまもって、できていなかったら、おたがいにちゅういできましたか？勉強がよくわかりましたか。勉強したことができるようになりましたか。よく考えましたか。協 力学習ひとこと日記きようりよくほかの人と協力して勉強して、思ったこと、先生や友だちに伝えたいことを自由に書きましょう （ よくわかったこと。よくわからなかったこと。こまったこと。うれしかっ。たこと。いやだったこと。がんばったこと。がんばれなかったこと など）

２．振り返りカード２．振り返りカード２．振り返りカード２．振り返りカード    

 

                     


